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　To　examine 　how　clinical 　teaching 　for　maternity 　 nursing 　has　been　 conducted 　for　male 　students ，　 online 　Japanese−

language　 literature　 released 　between　 1989　 and 　 2000　 was 　 searched 　 for　 several 　 keアwords ： male 　 students ，　 maternity

nursing 　practicum，　 maternity 　 nursing ，　 nursing 　 education 　 and 　 curriculum ．　 Detailed　 s 七udy 　 was 　 made 　 of 　g　 items　 of

retrieved 　hterature．

　The 　results 　 show 　that　in　providing　practicum　for　male 　 students ，　 particular　 attention 　is　paid　to　4　facしors ： overall

clinical 　approach ，　 practicum　 method8 ，　 clinical 　 matters 　 and 　 male 　 students ，

　In　the　male 　students
’
view ，　there　are 　both　positive　and 　negative 　aspects ．　 During　their　internship，　 they　usually 　give

special 　 consideration 　to　their　 way 　 of 　 approaching 　patients，　 both　psychologically　 and 　physically．　 It　 was 　 also 　 found

that　such 　clinical 　teachiロg　helps　deepen　their　understanding 　of　the　mentalities 　and 　reles 　of 　fathers，　 male 　nurses
「
roles

in　maternity 　 nursing ，　 paternity　 and 　 maternity ，　 and 　 newborn 　 children ．

　These　findings　suggest 　that　in　chnical 　teaching 　we 　should 　give　due　consideration 　to　the　patienしs　invQlved，　 including

obtaining 　patien七s
’

consent 　regarding 　internship　of 　male 　students ；collect 　detailed　informa七ion　on 　how　practicum 　is

going 　and 　 what 　patients
冒

reactions 　 are ，　 by　 establishing 　 close 　liaison　 with 　hospitals；and 　make 　 commensurate 　 adjust −

ments 　to　 clinical 　teaching ．　 Moreover，　 orientation 　 should 　be　given　in　 advance 七〇 students 　 who 　 are 　to　 receive 　 clinical

teaching しQ　enhance 　their　 understanding 　of 　the　impQrtance　 of　 such 　 clinical 　teaching．
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1．は じめ に

　平成 2年 4月 か ら施行 さ れ た 「保健婦助産 婦看護 婦

学校養成所指定規則の
一

部を改正す る 省令の 交付に っ

い て 」 （以後 カ リ キ ュ ラ ム 改正 とす る ） に よ っ て，看

護基礎教育に お ける母性看護学実習 は，男子学生， 女

子学生の 区別 な く実施 さ れ る よ うに な っ た 。

　本学は，平成10年度よ り，男子学生 2名を含め た母

性看護学実習を開始 した 。 学生は，母性各期 に ある母

子 とそ の 家族 へ の 看護 を 学 ぶ た め に ，外来実 習や 両 親

学級 の 見学，分娩室実習，産褥，新生児実習を行う。

母性看護学実習 の 特徴 は，対象が 周産期 に あ る 女性 と

そ の 家族 で あ る こ と，ま た援助内容に 乳房 ケ ア，悪露

交換 な ど 生殖器 に 関 わ る場面 が多 い こ とが あ げ られ る 。

しか しな が ら， 対象の 羞恥心 へ の 配慮 の た め に
， 昨年

度の 男子学生 の 実習は，新生児看護 を中心 とした実習

内容で あ っ た 。 そ の た め，男子学生 と女子学生 と の 間

で 実習 ス ケ ジ ュ
ー

ル が 異 な り，見学項 目や 援助の 実施

項目に 差が生 じた 。 ま た， 1 グ ル
ープ （学生 6〜 7人

で 構成）が ， さ ら に 2〜3 人の 小グ ル ープ に分か れ ，

妊娠，分娩，産褥，新生児の 実習目的に 応 じて 実習を

行う 。 実習指導は主 に，教員，臨床指導者や ス タ ッ フ

が 行 うが，実習 フ ロ ア
ーが 複数 に わ た る た め，特に 教

員 の 指導 が 行 き届 き に くい 現状 で あ っ た 。 そ の た め ，

学生との 調整が タ イ ム リ
ーに行え ず，学生が ス トレ ス

を大 き く感 じた 等 の 課題 を 感 じた。

　そ こ で ，今回，男子学生 の 実習 に 焦点 を当て た文献

よ り， 看護 基 礎教育 に お け る母性看護学実習 で ， 実習
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指導を 行 う上 で 工 夫 した点，配慮 した点を検討す る と

共に ，本学 の 母性看護学実習に お け る実習指導 の 展開

につ い て考察す る こ と と した 。

2．文献検討の 方法

　文献 は ， 平成 2年の カ リキ ュラ ム 改正 に あ わせ，平

成元年か ら平成12年 5月 ま で で ，キ ー
ワ
ー

ド 「男子学

生」， 「母性実習」，「母性看護学」，「看護教育」， 「カ リ

キ ュ ラ ム 」 を用 い て ，医学中央雑誌 の オ ン ラ イ ン 検索

を行 っ た 。 そ の うち入手で き た会議録を含 む 29文献 の

うち，男子学生 の 母性看護学実習指導に関係す る と考

え られ た 9文献 に っ い て 検討を 行 っ た 。 9文献 の 主 な

内訳 は ， 男子学生 の 母性看護学実習状況 の 調査，母性

看護学実習 に おけ る男子学生 の 反応 の 調査，実習上の

留意点 に 関す る調査，男子学生 の 実習 レ ポ ー
ト内容 の

分析な ど で あ っ た 。 こ れ らの 文献 を 「実習内容」，「実

習方法」，「学生 へ の 配慮」，「学生 の 反応」， 「臨床へ の

配慮」 に 焦点を当 て 検討した 。

3．結　果

　文献は，総説，資料，会議録で あ っ た 。 そ の中で も，

会議録 が 16文献 と
一

番多か っ た。年次 別 で は 平成 4年

が 8文献 で あ り ， そ の う ち会議録 が 7 文献 で あ っ た

（表 1）。

　今回，分析 の 対象 とした 9文献 の 研究 デ ザ イ ン は す

べ て 記述研究 で あ っ た 。 文献の 要旨は，表 2に まとめ

た 。

　そ れぞ れ の 文献を検討 した結果，  教員が母性看護

学実習実施に あたり配慮，留意 した点 と  母性看護学

実習 に 関す る 男子学生 の 反応 に 分類 で きた 。

1）母性看護学実習実施 にあた リ配慮 ， 留意 した点

　 本 田 ら
2）

は，ア ン ケ ート結果 よ り，教員 が 男子学

生 の 母性看護学実習 を 実施す る上 で 留意 した こ とを

自由記載か ら分類 した 。

　  臨床場面 に 関す る こ と ；乳房 マ ッ サ
ージや 悪露

交換 な どの ケ ア は，臨床指導者，教員，ス タ ッ フ，

女子学生が同行し，男子学生単独 で ケ ア を させ な い，

対象 の 身体 に直接触れ る援助は させ な い な ど 。   実

習方法 に 関す る こ と ：母性看護学実習 の 前 に 他 の 実

習 で 女性患者 の 看護を経験 させ る，女子学生 とペ ア

で 受 け持っ な ど 。   対象の 選定に 関す る こ と ：事前

に対象の 了解 を得 る，病棟関係者 （医師，婦長） の

理 解を得て ，対象を選定 し了承 を得て もらうな ど。

  実習前 の 学生指導 に 関す る こ と ：学生 へ の オ リエ

ン テ
ー

シ ョ ン を個別 に 行う，看護士と して の 役割，

認識，看護 の 視点 で 実習す る よ う働きか け る な ど 。

  指導者に関する こ と ；教員と指導者の 連絡調整を

十分 に す る，男子学生 の 背景 に つ い て 説 明 す る な ど

で あ っ た 。
こ れ らの 自由記載の分類で は，  臨床場

面 に 関 す る こ とが 最 も多 か った 。

　横山ら
L6 〕

の 調査で ，カ リキ ュ ラ ム 改正後，男子

学生の 母性看護学実習実施 に お い て ， 学校側が 配慮，

調 整 した こ と は，  臨床側 へ の 全般的 な働 きか け に

関す る もの ，  実習方法 に 関す るもの ，  臨床場面

に 関するもの，  学生 に関す る もの に大別 され，本

田 ら
2）

とほ ぼ同様の 結果で あ っ た 。

1） − 1　受け持ち対象に関す る こ と

　 受け持ち対象に 関す る こ とへ の 配慮 に っ い て は，

受け持ち 対象 の 承諾 を得 る こ と
2・4・s）

， 受け持ち

の 選択 は 経産婦，育児 に 自信が あ る，協力 して く

れ る 人 と す る
9・6》

，受け持 ち選定時 に 対象 と学生

の 個別性を考慮 しながら選ぶ
2〕
などの内容が多か っ

　た。

　　また，プ ラ イ バ シ
ー

や 羞恥心 へ の 配慮 と して ，

男子は
一

人で行動せ ず，指導者，ス タッ フ と共 に

行動する
4・e）

，女子学生 と ペ ア を組 み，男子 の 単

独行動 はさせ な い ようした
4・G）

， 女性性器へ の 看

護 ， 乳房ケ ア ，悪露交換 は女子 の み と す る
‘・6）

な

ど実習時の ケ ア の 具体的な方法 に 関す る もの もあ っ

た 。

表 1．年次 別文献 数
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1）− 2　 実習方法 に関す る こ と

　 ま ず，学生 に対 して は，受 け持ち は女子学生と

ペ ア で 受け持っ
2・‘・5・6｝

， 母性看護学実習前 に他 の

実習で 女性患 者の 看護経験 を さ せ る
2・4・M ，ペ ア

の 女子学生 は し っ か りした 学生 を組 む
4’6 ）

で あ っ

た 。

　 実習 ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン ，実習 の 進 め方で は，母性

看護学実習 が 実習 の 後半 に な る よ うに した
4・S’T／

，

最初 に 新生児実習 か らは じ め 看護士 の 存在 に 抵抗

が な い よ うに した　
4・o

，新生児実習を主 とし，母

親へ の 間接的看護を させ る
2 ♪，男子学生は 1 グル ー

　プ に ！名 ず っ と し，だ ぶ ら な い よ う に 配 置 し

　た
4・s）

な ど で あ っ た。

　　ま た，臨床 に 対 して は ， 実習方法，項 目に つ い

　て ス タ ッ フ
， 医師，教員で 検討す る

4・6・T）
，婦長，

医師，指導者，教員の 連携 を密 に と り，話 し合う

機会 を 持 っ た
L6 ）

な どが あ げ られ て い た。

1）
− 3　 男子学生へ の 準備

　 教員の 男子学生 に 対す る 配慮 は ，VTR で 学習

　し実習を イ メ
ージ化し た

4・6）
，男子学生 へ の オ リ

エ ン テ
ー

シ ョ ン を 個別 に行 う
2 ）

，実習に つ い て の

不安， 希望 な ど話 し合 う場を持 つ
4’6 ｝

，看護技術

の 演習 を密 に 行い 実習姿勢が前向きに な る よ うに

　した
L6 ｝

な ど で あ っ た Q

2）母性看護学実習 に関する男子学生の反応

　 文献検討の 結果，男子学生 の 反応 と して ，  男子

学生 自身 に 関す る こ と ：母性看護学実習へ の 取 り組

み と受 け止 め 方 と  男子学生の 学び ：母性看護学実

習 に お け る学び の 2 っ に分類 で きた 。

2）
− 1男子学生 自身 に 関す る こ と

　 本田 ら
3 冫

，横山 ら
6 ）

の 調査 で は ， 男子学生 の 母

性看護学実習 の プ ラ ス 面 と マ イ ナ ス 面，両方の 感

想に つ い て 検討 して い た。

　 男子学生 が 嬉 しか っ た こ と と して ，出産 に 立 ち

会え た こ と，新生児に触れ実際に援助で きた こ と，

対象者 に 受 け入 れ られ た こ と，学習が 深 ま っ

た
3’6）

等 で あ っ た 。 反対 に 悩 ん だ こ と は ， 対象者

　と の 対応や反応で ， 拒否された，嫌が られ た こ と

　や授乳場面 の 居場所 に 困 っ た，看護 の 内容が制限

　さ れ る
3’6）

等 が 挙げ られ て い た 。
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　男子学生 が 実習中気 を っ け た こ と は，学生 自身

が性差を意識 せ ず看護者 と して 行動す る，誤解さ

れな い よ うに す る な ど学生 自身の 態度 や 意識 に 関

す る こ と，対象者 の プ ラ イ バ シ ーや 羞恥心 を守

る
3’6）

な ど対象へ の 配慮 に 関す る こ とで あ っ た 。

さ ら に，対象の 身体 に 直接触 れ る ケ ア や 羞恥 心 を

伴 い や す い ケ ア の 経験が多い 男子学生 は，看護者

として の 毅然 とした態度，羞恥心 を配慮す る
6〕

と

い った こ と を 留意点 に挙 げて い た 。一
方，実習体

験 に 制限が あ る男子学生 の留意点は，病棟，患者

に い い 印象を与え る ため に 実習内容 を 無理 強 い し

な い，対象 に 悪 い 印象 を与 え な い
6］

な どで あ っ た。

　また，南 ら
9）

に よ る と，男子学生が受け持 っ た

褥婦 は，学生 の 人柄，言葉使 い ，礼儀 に つ い て

「好感が あ っ た 」 と感 じて い た 。 援助に つ い て は，

恥ずか しい 面 もあ っ たが，誠実 に 関わ っ て い る と

い うこ と で す べ て 受け 入 れ た ，最初男性 と い う こ

と で 嫌だ な と思 っ た が．学生 の 真剣さ が伝わ り，

親近感さ え持て た
9｝

とい うこ とで あ っ た。

2）− 2　 男子学生 の 学び

　 男子学生 の 学 び と して ， 松成
S〕

の 研究 で は，男

子学生 の 実習 レ ポ
ー

ト の 記述か ら．母性看護 学 実

習 に お け る効果を検討して い た。 レ ポートの 記述

内容 を抜粋 し た と こ ろ ，   父親の 心理 ，役割， 

母 性看護 に お け る 看護士 の 役割，  父性意識 の 3

っ に分類さ れ た 。 また，分娩 の 大仕事を理解 で き

　た，母性，新生児に っ い て の 理 解が 深 ま っ た ， 父

性 の 役割の 重要性が 学 べ た，母 と子 の 結 び つ きが

学べ た 等 もあ げ られ て い た
3’G｝

。

　　ま た
， 男子学生 と 父親 と の 関わ り に お い て ，男

　同士の 方が効果が あ り，看護婦とは 違 っ た 役割 が

　ある，父親 に 指導す る こ と は ， 同性か らの ア ドバ

　イ ス の 方 が受け 入れ や す い な ど の 記述 が あ り，男

性 の 特性 を生か した援助が行え て い た
5〕。

4 ．考　察

1）臨床場面，臨床側へ の 配慮

　 母性看護学実習 の 臨床場面に対す る教員側 の 配慮

　と して，受 け持 ち対象 の 選定時に，医療関係者の 協

力 を 得 て ，対象を選定 して も ら う こ と
V

や 受 け持 ち

対象 の 承諾 を 得 る こ と
2・4・6｝

を あ げ て い る。母 性看
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表 2　 文　　献

NO ペー呂 噂
1989 母性衛 生 303399 −405 短 大 （2β年）13校

3年 課程33校
2年課程62校

1 本田 千浪他
1〕 男子学 生の 母性実習 に関する

調査

母 性看護学実習の実情と教員の見解

に対す る実態調 査

1990 母性衛 生 313366 −372 大 学2校
短 大 （2β年）13校
3年課程33校

男子 学生 の 母性実習に関する 2年課程 62校

2 本田 千浪他
2｝ 調査 （第2報）一母性実習実施

校の 背景と実施上 の 留 意 点に
学校背景に よる母 性看護学実習の実

態 調査
つ いて一

1993 母性衛生 342222 −2293 年および2年課程の 男子学生634名

（母 性実習実施中、または終了87名、
実習実施予定85名、実習なし462名）

のアンケートの 自由記載から分析
男子 学生の母性実習に関する

3 本田 千浪他
3｝

調査 （第 3報）一男子学 生の 見

解一

1994 母性衛生 352143 − 149 カリキュ ラ厶 改正 後のアンケ
ー

トの 自由

記 載 （2年課程 18校 ）から分析

男子 学生 の 母性 実習 に関する

4 横山孝 子他
4｝ 調査 （第4報）一母 性実習を実施

して い ない 学校の 背景とその

理 由＿

1993 第24 回日本看 護学 150− 153 男子学 生4名の 実習 レポートの 内容分

会集録 母性 看護 析

5 松成裕子
5） 男子 学生 の母性 看護学実習 に

おける効果

1993 看護教 育 34150 − 66 カリキュラ厶改正 後の ア ンケート（2年

課程18校 ）から分析

男子看 護学 生の母 性看護実習

6 横山孝 子他
ω

に つい て 改定力1丿キュ ラ厶 後

の 実習状況

柑 97 母性衛 生 38143 − 49 男子学 生3名と女子 学生6名の実 習 内

容の 分 析

新カリキ ュ ラム における男子学

7 斉藤祥之他
71 生の母性看護学実習 に関する

一
考察

1990 第21回 日本看護学 142−1453 年課程全 日制の 3年生、3年課程定時

8 椡澤靖 子他
8｝ 男子学生 の 母性実習に対する

看護学生の意識調査

会集録看護教育 制の 4年生253名（うち男子 2名）の 意識

調査

1994 日 本助産学会誌 105−108 男子学生 が受け持っ た褥婦2名と同室

9 南和子他
9） 男 子学生 の母性 実習 受け入れ

要因につい て の 一考察

褥婦9名 のアンケ
ー

ト調査
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の 要 旨

ご
へ の

畄
　の へ の

妊婦 ：定期健診、母親学

級、個人指導

産婦 ：胎児娩出の見学、陣
痛児心音の経過 観察

褥婦 ；沐浴指導、子宮復盲

の観 察、退院指導、授乳 指
導

新生児 ：新生児看護全般

  実習前に、女 性患者の 看   看護士として の 役割、認   ケア は 教員．ス タッフ、女
護経験をさせ る 識、看護の 視点で 実習する 子学生 が同行し、単独行 動さ

  女子学生とペ ァで 受け持 よう働きか ける せ ない

つ   学 生へ のオリエ ンテ
ー

ショ   事前 に対象 の 了解を得る

  新生児 実習を主とし、母親 ンを個 別に行う   指導者 と教 員の連絡調 整

へ の 間接 的看護 をさせる   学 内実習で 事前準 備を十 を密 にとる

  母性実習を他の 実習終了 分に 行う

後に組 む

嬉L か2 たヨと：出産に 立ち会

えた、学習が 深 まっ た

悩 ム直 と ：対象者 との反応、
拒否され る、嫌がられ る　　　　　　　一

1 ・　 ：看護者
として 意識をもつ 、毅然とした

態度を持つなど学生自身の 意

識態度．対象者のプライバ

シ
ー、羞 恥心 へ の 配慮をする

  受け持ちは女 子学生とぺ   VTR で学習 し、実習をイ   教 員、スタッ フの連携を密

アで持つ メ
ー

ジ化 した に取 リ話しあう機 会を持っ た

  対象は経産婦、育児に 自   実習につ い ての 不安、希   受け持ちは対象の承諾を

信がある、協力 してくれる人 望を話し合う場をもっ 得る

など   実習の 心構えを話し合った   ケアは教員、スタッフ、女
など 子学生が 同行し単独で 行動

させない

妊婦 ：母 親学級 見学、計 測   女子 学生とペ アで 受 け持 塹 ：  父親心理 役割

産婦 ：陣痛児心音の経過観 つ   母性看護における看護士 の

察、胎児娩 出時の 見学   病棟 指導者または教 務と 役割

褥婦 ；
一
般状態の 観察、子 橿助にあたる   父性意識

宮底長の 測定

新生児 ；新生児看護全般

妊婦 ：定期健診介助、レオ   実習をイメ
ージ化したり実 嬉L瓰 ：病棟の 医師、  教員、スタッ フの連携を密

ポル ド触 診 習 姿勢を高めるための 事前 受け入れ がよくス ム
ーズに実 に取 り話しあう機 会を持 った

産婦 ：胎児娩出の 見学、陣 学習 習できた、分娩見学ができた   受 け持ちは対象者の 承諾

痛児心音の 経過観察   学生との 話し合い の 場を 悩ム直だ二と：対 象の 受け止 め を得る

褥婦 ：子宮復吉の 観察 作 る 方が気になる   ケア は 教員、スタッフ、女

新生 児 ：新生 児 看護全般   女子学生 へ の 働きか け 1 −一
：自分と 子学 生 が同行 し単 独で行 動

の接触がス トレス にならないよ させない

うに、対象にいい印象 を与える

妊婦 ：母 親学級見学 3週間の 実習 ；1週 目項目実

産婦 ：胎児娩出見学、胎整 習
計測 2週且 可 能で あれ ば入院時

褥婦 ：授乳介助 より産婦を受け持ち、引き続

新生児 新生児看護全般 き褥婦、新生児を受け持つ 。
受け持ち機会が得られるま

では、項 目実習や 外来実習

を行 う。

男子学生の母性看護学実習

実施 に条 件付き賛 成。妊産

褥 婦の 了承、指導者 の同

席、実習項 目の選 択が必

要。
褥婦の受け入れ

一保健指 学生の 反応か らの褥婦の印

導、一般状態 の 観察、授乳 象一人柄、言葉使い 、礼儀に

介助、腹部子 宮底の観察 つ い て 好感が あっ た
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護学実習で は，乳房マ
ッ サ ージや 子宮復古状態 の 観

察の た め に，乳房や下腹部を露出す るな ど対象に と っ

て プ ラ イ バ シ ー
に 関わ り，羞恥心を伴 うケ ア が あ る。

　対象 に 男子学生が 関わ る ケ ア 内容を 具体的 に 説明

し，承諾を得 る こ とは ， 男子学生 が ど ん な ケ ア に 関

わ る の か が伝わ り，羞恥心 へ の 配慮 や対象の 権利を

保障するた め に重要な手続きで あ る 。 ま た，乳房 マ ッ

サ
ージや 悪露交換な どの ケ ア は，教員，臨床指導者，

ス タ ッ フ と一
緒 に 行 い

， 男子学生単独で の ケ ア を避

けるよ うに する。

　産褥早期の 褥婦は，子宮復古 や 乳房緊満と い っ た

身体の 生理 的変化 だ け で な く，心 理 的 に も 自分 自身

の こ とで手
一

杯とい う状態に ある。褥婦は，時間の

経過 と心身 の 回復 に よ り，徐 々 に児 に 目が向け られ

る よ うに な り，ま た育児 に 対す る不安 や喜びなど ，

心 の 変化も著 し い 。 さ ら に ，出産後 の 急激 な ホ ル モ

ン の 変調 の 影響 もあ り ， 心身の 状態は，毎 日め まぐ

るしく変化す る とい う対象の 特徴が あ る。よ っ て，

男子学生 の ケ ア に 対す る受け持ち褥婦 の 反応 に気を

っ け る な ど の きあ 細 や か な 配 慮，調整 が 必要 で あ る 。

　 しか し，実習期間中，対象の すべ て の 反応を教員

が 把握す る こ と に は 限界がある。そ の た め ， 関係す

る部署 の 臨床指導者，ス タ ッ フ と教員 が，受 け持 ち

対象 の 心身状態 や学生 に対す る反応，また学生がど

の よ う に 関わ って い るか などの 実習状況 の 情報交換

を行 い，連携を密に と る こ とが 望 ましい
。 文献で も，

婦長， 医師， 指導者，教員 の 連携を密 に と り話し合

う機会 を 持 っ た
L6 ｝，指導者と教員 の 連絡調整を十

分 に す る
2），実習内容を教員，指導者，医師 で 検討

した
L6 ・T）

と臨床側と の 連携 に 関する留意点は，多

くあ げ られ て お り，臨床側と話 し合う機会 を持 っ こ

とは必要で あ る 。

　 こ れ らに よ り，学生が よ り学びを深め られ るよ う，

実習環境 に 入 りや す い よ う に 調整 して い くこ とが で

き る と考え る。

2 ）男 子 学生 へ の 配 慮，指導

　 男子学生が悩んだ こ とと して ，対象に 受け入れら

れ な い の で は な い か，迷惑 が られな い か，とい う男

子学生 自身の 戸惑 い t 気持 ち に 関 す る もの が あ っ

た
3・6）

。 学生 に と っ て対象と の 実際 の 関わ りが うま

　くい くか ど うか は，実習 の 効果 に影響を与え る大き

な要素 で ある と考え る 。

　 対象の 身体に直接触 れ る項 目や羞恥心を伴 い やす

い 項目に お い て，ケ ア の 経験が多 い 男子学生 が 自 ら

気をつ けたとこ ろ は，  看護者と して の 毅然 と した

態度，   羞恥心を配慮す る
3・6）

などで あ っ た 。 ま た，

実習学生 の 態度い か ん で 相手 に 受 け 入 れ て も らえ る

もの と確信した と い う男子学生 の 意見 もあ っ た
S）

。

　 こ れ らの こ と は，学生 自らの 実習態度，対応が対

象の 受け入れに 大 い に関与 して い る こ と を 示 して い

る 。 学生 自身の 誠実 な 実習態度 や対応が，対象との

人間関係 を 結 び や す くす る と考え る 。 また，男子学

生 の 意見 で 嬉 しか っ た こ と と して ，対象 の 受 け入 れ

が良か っ た
3・G ）と い うプ ラ ス の 感想 が あ り ， 実習 に

臨む学生の 意識，態度 に よ っ て ，実習 が 取 り組み や

す くな る と考え る。

　 さらに，男子学生 の 意識や態度が実習展開 に 影響

す る と い う こ と を ， 男子学生 自身 に も意識 さ せ る よ

うな教員の 関わ りが 必要 に な っ て く る 。 そ して，実

際 に 実習場面に お い て ， 誠実な言動や看護学生 とし

て 毅然 と した 態度が とれ る よ う教員 が 関わ る こ とが

必要で あ る と考 え る 。 その た め に，学生 へ の オ リエ

ン テ
ー

シ ョ ン を個別に行う
： ）

，実習 に っ い て の 不安 ，

希望 など話 し合う場を持つ
4・G）

こ と は ，男子学生自

身に実習 に 臨 む 態度，姿勢を意識化さ せ る動機付け

に な る と考え る。

　男子学生が実習中悩ん だ こ と と して ，授乳場面 の

居場所 に 困 っ た，看護 の 内容が制限 され る な ど
3・fi］

が 挙げられ て い た 。 こ れ ら は，実習時 の ケ ア の 具体

的な方法に 関係 した 内容 で あ り，男子学生 が ど の よ

うに 対象 へ の ケ ア を行うか と い う実習方法に も関連

して い ると考え られ る 。 男子学生が，異性だ か ら看

護 ケ ア が実践 で きな い ，わか らな い と母性看護学実

習 に 対 して消極的に な る こ との な い よ う，教員や 臨

床指導者の 手助けが 必要 に な っ て くる。ケ ア の 実践

に 関 して ，教員 や 臨床指導者 ， ス タ ッ フ が 共 に 行 う

だ け で な く， 事前 に 男子学生 に 対 して 実習方法の 具

体的な説明 を 行 う。こ の こ とに よ り ， 男子学生 自身

が 対象 に どの よ う に援助を して 実習 を すす め て い く

かが イ メ ージ で き，不安 の 軽減 に つ な が る の で は な

い か と考 え る 。

　文献 に お い て ， 事前の 個別 オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン の

内容に ，実習環境に 関す る具体的 な記述 は なか った 。

しか し，本学 の 母性看護学実習で は，実習施設 の 特

徴か ら実習 フ ロ ア
ー

が複数 に わた る 。 そ の た め ， オ
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リエ ン テ
ーシ ョ ン 内容に，そ れ ぞ れ の 実習 フ ロ ア

ー

の お お ま か な ケ ア の 流 れ や 実習計画の 調 整，報告 す

る臨床指導者や ス タ ッ フ の 存在な どを含め る こ とが

必要に な っ て くる 。
こ の こ とに よ り，男子学生が，

実習環境の把握を ス ム
ーズ に行 え，実習 の 場 で 悩 ん

だ こ と に 遭遇 した 時，男子学生 な り の 対 処 が 見 い だ

せ，実習に 臨 め るの で は な い か と考 え る 。

　現在，本学で の 母性看護学実習は ， 対象の 羞恥心

へ の 配慮 の た め に ，女子学生 と男子学生 の 実習内容

の
一

部が異 なる とい う現状 が あ る 。 しか し，男子学

生が受 け持 っ た 褥婦 の ア ン ケート結果
9〕

で は ， 「援

助に っ い て は恥ずか しい 面もあ っ た が誠実 に 関わ っ

て い る とい う こ と で す べ て 受 け入 れ た」 とい う意見

が あ っ た 。
こ の こ とか ら，男子学生 の 実習態度に よ っ

て，対象の 理解が得られ，多 くの 援助 が 実施可能で

あ る と考 え る。

　 した が っ て，男子学生 の 実習 へ の 準備状態 と対象

との 関わ りに よ っ て ，実習内容 の 拡大が 可能で あ る 。

　 また，最初 に 新生児実習 か らは じめ看護士の 存在

に 抵抗が な い よ う に した
4・6）

， 新生児実習を主 と し

母親へ の 間接的看護 を さ せ る
Z ）

と い っ た実習方法 に

よ っ て ，男子学生 は実習環境 に 入 りや す く，実習 し

や す くな る と思われる。

　本学の 場合，男子学生数 は 1学年あ た り， 1〜2

名で あ る 。 そ の た め ， 男子 学生 の 母性看護学実習が

通年で 実施 さ れ て い る わ け で は な い
。 母性看護学実

習後の教員の 感想 として，ス タ ッ フ が 男子学生に こ

だ わ る と患者も構え て 学生 も構え て しま う
6｝

とあ る。

男子学生をあ ま り に も特別視 して し ま う と，か え っ

て 学生が意識して しま い ，消極的な実習とな る可能

性が あ る 。 こ の こ とは，ス タ ッ フ だ けで な く，教員

側 も同様 で あ る 。 よ って ，男子学生 と 関わ る教 員や

臨床指導者，ス タ ッ フ が 男子学生 を特別視し な い よ

うに 気 を っ けて い くこ と も必要で あ る 。

　 ま た，男子学生特有 の 学 び もあ り，父 親 へ の 育児

指導や 心理的支援 な ど看護士 と して 援助の 可能性を

示唆す る こ とに よ って ，男子学生自身が性差 をプ ラ

ス の 要素と して とらえ，実習 に 臨み や す くな る の で

は な い か と考 え る。

5．まとめ

男子学生 の 母悸看護学実習実施に対 して ， 臨床側へ
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の 配慮，男子学 生 へ の 配慮 が 行 な わ れ て い る こ と が わ

か っ た。

　臨床側へ の 配慮 と して は，ま ず，対象へ の 配慮 が あ

り，対象に承諾を得る， 男子学生を単独で行動させ な

い な どプ ラ イ バ シ ー
， 羞恥心を守る こ とで あ っ た 。 ま

た ，臨床指導者 と連携 を 密 に と り，調整 を 行 っ て い く

こ と な ど臨床側へ の 配慮 も必要 で あ る こ とが わか っ た 。

　さらに，看護学生 と して の 意識や態度が ， 対象の 受

け入 れ に影響を与 え る。そ の た め，男子学生に 対 して

態度や 意識を高 め る よ うな働 きか けや 看護士 と して の

役割を示唆す る こ とで ，プ ラ ス の イ メ ージ を持 っ て実

習が行え る こ とが 明 らか に な っ た。

　今後，充実した 母性看護学実習が 展開で きる よ う，

男子学生 の 実習 に 対す る 準備状態 を 高 め る と共に，実

習期間中だ け で な く臨床側と継続 した密 な 連携を行 っ

て い きた い と思 う。
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